
川崎市北西部(多摩区域、蘇生区域)の地域的特色

神奈川嘉立橋本高等学校教論 出直揺

1.はじめに

川崎市は、神奈川県の東部に位寵し、東京都と横浜市}こはさまれた麗韓 142.73湖、人1=1144万

5494.人(1989年初現在〉の政令指定都市である〈罷 1)。

市の南東地域は、京浜工業地帯の中核をなし日本鋼管、東亜石捕、第一セメントなどの大鶏模な

工場が臨海部に立地し、 m縄市=工業都市=公害の町というイメ}ジをと定義tさせた。

思1. )111寄市の金難
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今回、川崎市の中で最も緑が多く工業とは縁の薄い市の北西部〈多難区域、麻生広域〉告対象に

全国的;こ定靖してきた)11崎市の惑いイメ山ジを多少なりとも変えたいと思い市北西部の地域的特色

をとりあげてみた。今回の発表によtJ)11崎市の悪いイメ}ジを少しでも変えていただけたら幸であ

る。

2. 研究地域の概略

川崎市は、 1925(大正14)年に舟崎町、御幸村、大都町が合併し市?裂が路行されたく現在の川崎

区、宰誌域のほとんど〉。以議、周辺の町村喜子吸収合併し、 1939(昭和14)年に椋生村、岡上村

〈現在の麻生区域のほとんど)の編入によりほぼ現在の市域ができあがった。その後'a:"埋立て地

の拡大にともない市域は拡大した。

麻生区域は、多鰹丘陵の階東の揺に位置し丘援をときざb河川や谷ぞいに古くからの集濯が

あっただけで開発の手が入るまでは静かな山簡の農村地帯で自然の宝庫であった。多難)I[沿いでは

認作や梨・桃の栽培が、丘綾地では禅寺丸締〈甘柿の一種で王禅寺ι原木がある〉や撲の栽培が行

われてきた。地域のほぼ中央を讃切る津久井禽道は江戸時代末期に八五子や津久井や愛甲の絹を江

戸に選ぶ街道として成立し、乙の地域は比較的商品流通の進んでいた地域であった。

1926 (大正15)年になって小田急電鉄が向丘地区に遊間地を関錦、 1927(昭和2)年には小閑急

線と甫武鉄道(現在の JR階武線〉が開通し、間線の接点である登戸地区は宅地化が少しずつ進ん

だ。しかし、小田急線沿線の生罰、結生地区は農村地警としての姿を溺さなかった。昭和30年代に

なるまでこの地区は、)1[轄の縁地地域として開発の乎がほとんど入らなかったのである。

3. 地域の宅地化の進展と人口増加

地域の大規模な宅地開発は1958(昭和33)年日本住宅公開による生田地誌での区画整理事業ιよ

って出来上がった百合丘団地造成が最初のものであった。以後、丘陵地告ときりきざむ形で大規模な

宅地開発が次々と仔われてきている。

市の人口誌臨海地域を中心とした工業の発展並びに東京のベッドタウンとしての宅地開発}ことも

ない高度経済成長期かろ急激に増加した。 1972(昭和47)年には市の人口は 1∞万人にせまりJI[崎

市は政令指定都市となった。そして、 )11崎匹、宰匹、中原区、高言区、多摩区の 5区が誕生した。

翌年、人口が 1∞万人を突破してから 多摩区を中ゃに人口増加が続き1982(昭和57)年、

高津区から室前誌が、多摩広から蘇金匹がそれぞれ分思し現在の7誌になったく図 2)。

市全体の人口増加は昭和4伴代の後学から緩やかになったが、研究地域内の人口増加は依然多い。

都心部で急激に地価が上昇した昭和60年代初頭は車内の田園郡吉線沿線ι小田急線沿線は都

心部からの流入人口を恥むに人口増加がみられた。

-24 
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歪新宿

A.樹脂堤、京王酒田堤
B.新吾合丘 c.登戸
D.武蔵溝ノ口、溝の口

E.武議小杉
F .)11崎、京急111締
(A-FIま乗かえ駅をと示した〉

y、/ ， 
¥九/1¥¥，'''、1、"，，/ ".‘ 同町、

， 
、相4 叫『、剛

①京王将模原線 ①/ト田急多摩綜

@小田急線 @JR甫武線

舎東急田園都市線e東急東横線
{⑦東、海道新幹綿命 JR横須賀線

⑨ JR東海道線 。京誤急行

⑪京急大前線 ⑬ J 1ミ浜)11崎線 @JR鶴見線

図3 J 11時市の鉄道

多摩区・蘇生区の私鉄駅の乗車数

種 寿司

小本田急組 患込 「胃 {定定期外期
39 160 38 713 38る55 39 3U ~O 603 
15 ~86 15 699 15 93~ 16 798 17 600 

向丘遊関{定定期外期
21 180 21 190 21 137 21 5H 22 417 
11 101 10 663 10 518 10 829 11 585 

生 国 {定定期外期
13 184 14 152 1~ 092 H 563 15 163 
193 5 01 5 563 5 719 るOZ7

読前売ランド{定定期外窮 10 095 10 429 10 H9 10 879 11 216 
4 418 4 50 4 621 4 849 5 058 

吉合ケ丘{定定期外窮
10 898 10 693 1古る33 10 806 10 503 
5 849 5 743 5 678 5 926 5 400 

新百合ケ丘{定定期期外
10 992 11 888 13 008 H 569 17 H5 
4 186 4 826 5 ~97 言492 8 1“ 

柿 生(霊期努
13 365 13 ~87 H 125 15 23d 15 651 
~ 801 ~ 787 4 973 5 384 5 ~37 

小多摩田急線 五 月 ムe{定定期外期 8H 1 155 1 2H 1 337 1 351 
170 185 21d 255 298 

繋 3fZ{定定期外期
2 576 2 905 3 2る1 3 608 3 ，，~ 
803 83~ 90~ 97手 1 O~ る

思 I {定定期外期 25る 213 250 291 330 
111 z2 117 124 1Zd 

詰模議ザ 家主種田堤{定定期期外
3 664 4 090 4 600 5 413 るu毛
2 441 2 481 2 699 3 033 3 3H 

若 葉 ム台{定定期期外
1 533 1 559 1 564 1 513 1 517 
339 324 344 356 353 
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4. 単なるベッドタウンからの脱却

研究地域は、東京都区部への通義者が約40婦、都内f岳地域への約7護者加え、多摩・蘇生区域内

の渦動行動は東京都との結ワつきが強い。 ζれは、読ま生・多摩器内通勤が約30%、車内地誌への通

勤が約13婦であることからも東京のベッドタウンとしての性格がはっきりるちわれていることがわ

かる。通勤行重きばかりでなく、購賀行動にもまた、東京との結びつきの強さがあらわれている。多

・麻生詫域内は大裂の百貨惑がほとんどなく、いわゆる高級ヂパ}卜は一惑もない。拡域内の

民は、所得の高い層が多く、私鉄線をと李Ij思して新禍、渋谷へ行く人が多い。地域内の小田急線をは

じめとする各鉄道の駅前は大型癌が立つ敷地がほとんど忽く道路も狭くなっている所が多い。 1974

(陪殺扮〉年、多摩ニュータウンに延びる小田急多摩線開通に合わせ新百合丘駅がつくられ、

の冨画整瑚事業が行われ徐々に整機が進むにつれて、新吉合五駅周辺をJ11崎北西部における拠点と

して新都心とする講想が浮かヴ上がってきた。時泣く昭和57) 蘇生広ができ蘇生長主役所、麻生

市民館と駅北口前に行政の中心施設が出東上がっていった。昭殺60年代になってかちは特に駅馬辺

の整備が一段と進み銀行、大型舗などが次々に建設されてきている。 1989(平成元)年同ま駅南

口にパスタ}ミナ/レが完成し京湾辺の宅地開発とあわせ駅の利用者を場大させた。また講口には閥

武ヂパ」ト、小田急Vaッピンク*ピノレの建設がきまっておち駅の発展が期待されている。

ζのように、地域の拠点、づくりにより単立る東京のベッドタウンからの説却が期待されている。

5. 地域の今後の展望

1987年度より 5年間の計闘で第2次神奈川計闘が実施されている。この計調で、新奇合丘新都u

生田緑地の保全、黒用地底のマイコンシティ議設、黒)11繰の里づくりなどが地域内で実施さ

れることになったo轄に、新百合丘駅鹿沼は郵政省のテレトピア構想とあむせ大発展が期待されて

いる。すでに、テレトピア構恕拡よるケ}ブノレテレビジョンが敷設されサ}ピスが始まっておりサ

}ピス謂は新百合丘燭沼を中心に広まってきている。より快適な住宅地の建設が進められているの

である。

また、地域内は緑が多く残され菱地も市内では一番多い地域なので諒地保全と農地空間吟有効利

用がf岳地竣より進んでいる。住宅地sに隣築している地域にるる農家では近隣性民向けに野菜の即売

を行っている摂も多い。蘇生区の単野地区では、春は管、響から初夏にかけてはハウストマト、

は露地トマトやきゅうり・なす、秋は栗・柿を即売している。多摩区域の多摩川沿いでは、観光な

し躍が多くあり梨のもぎ取り即売が行オつれている。都市イじが進み、年々農地が減ってきているが大

都市の中で地域のエ』ズに答える形で農業を行っている農家が多いようである。

21世紀に向け、より快適な都市を目指し川崎高は変ってきている。多感・麻生区域誌、より快適

な往環境ιなりつつみる。行政サイドばかりでなくいろいろ在所から快適さが追求され新しいJI[

のイメ」ジをつくりだそうとしている。
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6. おわりに

JII崎市はかつてとちがい、だんだんきれいな空を取り戻しつつあります。今自の研究対象地域で

ある多摩・蘇生区域も光花学スモッグが多く発生していた所です。工場や公害ばか告がJrr崎の顔で

なく、より挟適な都市を巨指し変ってきているJII崎の饗を今回の研究から多少なりともとらえて膿

けましたら帯です。 JII崎北商部の多摩・蘇生じま城は、緑多い校過な住環境安構えた所で今後もよ担

扶適さ吾追求し変化していくでしょう。特に、新都心建設計額に基づき変っていく新百合正周辺iこ

今後も桂信していきたいと患います。
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